
種子散布は、植物にとって実生の定着や集団の組成などに

影響を与える重要なイベントである。そのため、植物は多様な

種子散布形式を進化させてきた。東南アジア熱帯雨林に優占

する５００種を超えるフタバガキ科植物は、プロペラのような羽

を持つ風散布種と、羽をもたない重力散布種の二型が存在す

るため、我々は種子散布形質の発生、進化を考える上で一つ

のモデルシステムになると考えている。本コロキウムでは、フ

タバガキ科果実を用いた羽の発生過程の観察、および網羅

的遺伝子発現解析の結果を紹介し、フタバガキ科植物におけ

る種子散布形質の発生・進化がどのように起こったのかを議

論したい。 
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